
膳

。
銭

・
五
徳

・
庖
丁

。
陶
磁
器

（越
前
・
唐
津

・
伊
万
里
・
瀬
戸

皇
心野
）
な
ど

は
、
橋
に
近
い
川
底
と
橋
の
下
に
厚
く
堆
積
し
て
い
た
捨
石
と
流
入
土
砂
の
中

か
ら
発
見
さ
れ
た
。

３
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

木
簡
は
二
点
出
土
し
た
が
、　
一
点
は
墨
痕
が
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
お
ら
ず
、
読

み
取
り
は
困
難
で
あ
る
。

ω
は
、
大
和
国
か
ら
福
井
ま
で
運
ば
れ
た
物
品
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
津
の
堅
田
屋
、
海
津
の
八
木
吉
左
衛
門
、
疋
田
の
中
川
安
平
、
三
国
の
官
腰

屋
多
吉
は
文
献
史
料
か
ら
そ
の
存
在
が
わ
か
る
宿
の
問
屋
で
、
こ
の
付
札
が
、

湖
西
を
通

っ
て
敦
賀

へ
運
ば
れ
、
敦
賀
か
ら
は
舟
で
三
国

へ
行
き
、
最
終
目
的

地
の
福
井
で
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

９
　
関
係
文
献

福
井
県
立
博
物
館

『遺
跡
は
語
る
　
ン」
ン」
２０
年
の
発
掘
成
果
か
ら
』
盆

九
八
五

年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（清
田
善
樹
）

|

二
〇
〇
円
、
〒
６‐７
京
都
府
向
日
市
寺
戸
町
南
垣
内
四
〇
の
一　
向
日
市
文

化
資
料
館
）

ω
　
。
「

□
□
　
問
屋
九
平
殿
　
　
木
の
本
村

ハ
セ
　
問
屋
喜
右
日
□
　
　
小
山
吉
平

舎

フ
シ
ミ
頑
一驚
長
右
漸
卿
殿
　
　
荷
主
ω

ォ
ォ
ッ
堅
田
屋
半
予

ヵ
ィ
ロ

八
★
令士
二
左
陶
『
酬
ｐ
殿
　
　
ぐ
ゝ
ア　
」

弐
百
五
掛
　
　
疋
田
凸
市

「　
珂締
饂階
陣

戊
三
月
十
一
日
出

道
海
安
全
　
　
柳
卦
締
棚

小
山
吉
平
□
」
解
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］
�
∽
Ｘ
Ｎ
Ｏ
〉〈
『
　
　
〇
牌
Ｈ

尖

□回□回

!』!』

□□ □
□□ 回

ヤ`̂ ^ン ～ヽヽン`小⌒
段

含様卒下I冨 冒|




